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福島原発事故後7年間の陸域における放射性物質の移行に関する共同研究

Collaborative studies on the transfer of radionuclides in terrestrial

environment after the Fukushima Daiichi NPP accident
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　発表者は，原発事故以前よりCs-137を用いて，土壌移動研究を行っていたため，福島事故後に直ちに災害調

査に加わろうと様々な働きかけを行った。直後は，政府・行政も混乱の中にあったが，少しずつ政府調査の手

伝いをするようになった。一方で，学術会議の提言をきっかけに，核物理，地球化学と多くの研究者と協働し

て，行動することができた。また，その際に水文水資源学会の後方支援もあり，行政への働きかけも含

め，マッピング調査を行うことに学術コミュニティは大いに寄与した。 

　その後放射性物質の移行については，政府調査に加え，科研費新学術領域研究「福島原発事故により放出さ

れた放射性核種の環境動態に関する学術的研究」のとりまとめをすることになり，放射性物質の放出から

様々な環境中への移行について初期データについて共に考える機会が得られた。 

　さて，これからであるが，一般には原発事故は過去のものと考えられており，資金の獲得がきわめて難しく

なっている。そういう中，今まで得られた成果を集約し，国際的に発信する，あるいは国際機関（IAEA等）の

ドキュメントにしっかり記載するという，より科学的・社会的に重要な仕事がまだまだ残っている。災害直後

の対応は，うまく機能されさえすればむしろ政府が対応することが望ましい。しかし，現在行うべき，成果の

集約と発信こそが，学術コミュニティが真に行うべきであると言うことを申し上げたい。
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